
2011年度堀内賞の受賞者決まる

受賞者：中島 孝（東海大学情報デザイン工学部・情

報技術センター）

研究業績：地球観測衛星データを用いた雲物理量・雲

特性の導出の手法とアルゴリズムの開発

選定理由：現在の気象学や気候学の発展において，人

工衛星による地球観測は無くてはならない研究手段

のひとつとなっている．中島 孝氏は1994年から

2005年にかけての宇宙開発事業団（NASDA，現宇

宙航空研究開発機構；JAXA）在職中，及び2005年

から現在に至るまでの東海大学在職期間を通じて，

一貫して地球観測衛星による雲観測に関する研究を

推進し，大気科学及び大気リモートセンシングの学

術分野へ大きな貢献をなしてきた．なかでも衛星搭

載可視赤外センサーデータを用いて中島氏および彼

の研究グループにより開発された高精度な雲特性解

析アルゴリズムは国際的に高い評価を得ている．ま

た，衛星による雲の有無判断には曖昧さと中立性が

必要であるというユニークな視点を元に開発した雲

域判別アルゴリズムに対する世界的な評価は非常に

高く，実際に受動型可視赤外放射計を用いた幾つか

の観測ミッションにおいてこうしたアルゴリズムが

標準的に用いられつつある．雲判別は衛星データ利

用上極めて重要な要素であり，中立性（目的恣意性

の低い）の高いアルゴリズムの開発は，今後の雲気

候や気候変動研究にも重要な影響を与えるものであ

る．雲リモートセンシングの適用範囲をこれまでの

水雲（球状粒子）から氷雲（非球形粒子）に拡張す

るために必要となる電磁波散乱問題（境界要素法お

よび幾何光学近似手法）の解法にも取り組み，基礎

研究の推進も行っている．さらに，最も近年におけ

る顕著な研究成果は，衛星に搭載された能動型セ

ンサー（CloudSat雲レーダ）と受動型センサー

（Aqua衛星搭載MODIS）から得られた全球規模

データの複合利用である．観測原理が異なる二つの

センサーからそれぞれ得られた雲のデータを適切に

組み合わせることにより，これまで単独センサーの

観測では得られなかった雲粒の成長過程を，衛星

データを用いて鮮やかに描き出すことに世界に先駆

けて成功した．この解析では，レーダ反射因子の鉛

直方向の分離のために幾何学的な高度ではなく，雲

の光学的深さを用いるという大気放射研究者ならで

はのユニークな発想が成功の鍵となった．この成果

は，衛星による雲のマクロな知見を，生成・発達・

消滅に関するミクロな知見と融合させることに他な

らず，雲凝結核から降雨までの連続的な衛星観測を

可能にする手法を開発したという点で非常に大きな

貢献である．このような新しいリモートセンシング

技術の開発は，世界的に大きな反響をよび，これを

ヒントにした研究論文が続いて出てくるまでになっ

ている．

中島氏の地球観測衛星データ解析をもとにした

雲・降水に関する物理量と物理特性を引き出すアル

ゴリズムと手法の開発は，衛星を用いた気象学気候

学の発展・向上に大きく貢献していると認められ

る．

以上の理由により，日本気象学会は中島 孝氏に

2011年度堀内賞を贈呈するものである．
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受賞者：島田浩二（東京海洋大学海洋科学部）

研究業績：北極域における大気・海洋・海氷相互作用

に関する研究

選定理由：近年，北極海では，大気と海洋の相互作用

を遮断していた海氷の減少に伴い，大気-海洋間の

熱・水・運動量フラックスに大きな変化が生じてお

り，その実態解明は地球気候の変動研究にとって重

要な課題となっている．しかしながら特に太平洋側

の北極海は，米ソの冷戦終了後，重点的に観測され

ることはなく，データの空白域になっており，海洋

循環像さえ十分に得られていなかった．

島田浩二氏は，北極海の海氷減少がクローズアッ

プされる以前から，北極海の海洋・海氷の変動を現

場観測の基本的知見と，大気・海洋・海氷相互作用

を含む独創的な力学的視点で捉え，これらを踏まえ

て，近年の急激に進む海氷減少メカニズムについて

の研究を主導してきた．特に，ベーリング海峡を通

過して北極海に流入する暖かい太平洋水の流入過程

については，現場観測及び係留観測などにより，実

態を明らかにするとともに，その力学をロスビー波

と海底地形の相互作用として明らかにした．

島田氏はさらに，近年の海氷激減をもたらした正

のフィードバック・メカニズムを，以下のように明

らかにした．―海氷密接度が少し低下するだけで，

大規模海氷運動に対する摩擦力が著しく低下し，風

応力が海氷運動の強化に効率よく使われるようにな

る．海氷運動の強化により上層海洋循環が強化さ

れ，海洋熱輸送量が増加し，海氷形成量の低下に伴

い海氷減少が起こる．一旦，大きく海氷が後退・減

少すれば，沿岸付近まで海氷が張り詰めるのに時間

を要するため，摩擦力低下が持続し，海氷運動の強

化は維持され，更なる海洋の温暖化，海氷減少が起

こる．これら一連の反応が，著しい海氷減少をもた

らす正のフィードバック・システムになっている．

太平洋側北極海で顕著な海氷減少は，空間的に非一

様な大気に対する熱源分布をもたらすため，大気海

洋相互作用により，太平洋側北極海における海面気

圧のダイポールモードと関係し得るもので，大気変

動を理解する上でも重要な結果である．島田氏はこ

の他にも幅広い北極海研究を（独）海洋研究開発機

構の北極グループの中核メンバーとして行ってき

た．島田氏は現在，新たに見出された海氷減少をも

たらすフィードバック過程の解明に向け，人工衛星

データおよび客観解析データを用い，高精度の海氷

運動データの構築や海氷運動特性に関する研究を推

進している．これは，数値モデルにおける大気・海

氷・海洋間の運動量交換に関するパラメタリゼー

ションの改善など，大気・海氷・海洋相互作用に関

する新たな基盤になると期待される．

島田氏のこれら一連の実績は，気象学と海洋学・

雪氷学との境界領域の研究を著しく発展させ，気候

変動研究の未開拓分野に大きく貢献すると認められ

る．

以上の理由により，日本気象学会は島田浩二氏に

2011年度堀内賞を贈呈するものである．
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